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　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　 日本語 を母語 とする在 日コ リア ン 3世、4世の うち朝鮮学校で学ぶ児童は、入 学 して

一
年後には継承語で ある朝鮮語の みで 学校生活をほ ぼ支障なく送れるよ うになっ てい る。

家庭iで は 日本語で 生 活す る児童が、 どの よ うな指導 を通 して朝鮮語で 授業を理解する

バ イ リンガル に なるの かを探 るた め、小学校 1年生 の教室 で参与観察を行 っ た。観察の

結果 、 入 学直後における第二 言語教授法で は児童の 日常に即 した教科書を用い て 実用

的な 口語表現を多 くイン プ ッ トしてい るこ とがわか っ た 。 また母語で あ る 日本語の 助け

を借 りて教科内容の理解を優先 し、同時に言語形式にも意識を向けるフ ォ
ーカス オンフ ォ

ー

ム （Focus　on 　form）の 指導法が用い られて い た 。 そ して教師は 児童 の第二 言語 レ ベ

ル を正確に把握 し 、
エ ラーに対 して も適切 なフ ィ

ー ドバ ッ クを与えるな ど 、 あ らゆる場

面 を言語 学習の機会 として活 用 して い るこ とが確認 された 。

1． は じめ に

　継承 語教育は世代を経 るごとに 困難を増す とされ るが、 日本で は外 国人の た めの 母

語 ・継承語の 保持、発達に 関す る公 政策、対策は ごく
一

部の 自治体 を除い て ほ とん ど

ない
。 近年増加 した ニ ュ

ーカ マ ー
児童生徒の ための 多くの母 語

・
継承語教室な どはマ イ

ノ リテ ィ 自身に よっ て 運営され （月刊イオ編集部 2006）、人材や教材が十分で はない 中、

目標設定や 学習 内容 な ども模索毅 階にあ るとされて い る （齋 藤 2005）。

　
一

方 日本 には 戦前か ら様 々 な理 由で 居住 し て きた外 国人の 子 ども達の ための 学校が

あるが 、 中で も 日本 にお ける最大 の 継承語 教育の ケース で ある朝鮮学校 は 、 終戦直後

の 1945年か ら、在 日 コ リア ン （韓国 ・朝鮮籍）3世 ・4世 の 第 1言 語が完全に 日本語 に
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シ フ トしたとい える現在まで、半世紀以上にわたっ て朝鮮語 と現地語である 日本語の バ

イ リン ガル 教育を行 っ て きた 。 しか しなが ら様々 な理 由によ り、 その 言語教育の 詳細に

つ い て は これまで外部に公表 され るこ とが少なか っ た。 外 国人の 子 どもの 増加に伴い 多

言語化へ の対応にせ まられ て い る 日本におい て 、朝鮮学校の 言語教育実践は多様な情

報デ
ー

タや示唆を与えるの で はない だろ うか。 この よ うな背景の もと本稿では、朝鮮学

校 における継承語イマ
ージ ョ ン 教育初期段階の L2 朝鮮語指導の 特徴 を明 らかにするこ

とを目的 とする。

2．　 朝鮮学校 とは

　朝鮮学校は 目本に居住す る各界各層の在 日コ リア ン と団体に よっ て 構成 される連合

体で ある 「在 日本朝鮮人総聯合会」 （以下、総聯）の 傘下で 運営 されて い る民族学校で

あ る 。 戦後、在 日韓国 ・朝鮮人の子 ども達のため の 「国語 （朝鮮語）講習所」か ら始ま っ

た民族教育は 、 祖国で ある朝鮮半島の 分断や 日本の 政治情勢な ど、様 々 な周辺事情に

影響を受けなが らも継続 され て きた 。 永住志 向、帰化、そ して 日本人 との 結婚な ど在

日コ リア ン の 生 き方の 多様化に伴い 、朝鮮学校 の存在意義は徐 々 に変化 しつ つ ある。

現在で は 目本 とい う立地条件にあわせて 、 初級部6年 、 中級部 3年 、 高級部3年 、 大学

校 4年の 「6 ・3 ・3 ・4」制を基本とする教育体系をもち 、 朝鮮半島にル ーツを持 つ 在 日

コ リア ン 児童 生徒に対 し、 日本 の 学校教育に相当す る教科教育 と民族意識 を育む ため

の 教育を、 継承語で ある朝鮮語イ マ ージ ョ ン 方式で 実施 して い る 。 全 国に点在する朝

鮮学校 の 数は年々 減少 してお り、現在では 73校で ある 。 その 内訳は、大学校 1校、高

級学校 9校、中級学校 28校 、 初級学校 58校 となっ てい る 。

一
つ の 校舎内に 、 初 ・中 ・

高級部 もしくは 中 ・高級部が併設 されて い る とこ ろが多く、 初級学校には幼稚園が併

設 されて い る。朝鮮学校で学ぶ 児童生徒の 総数 も 1970年の 46
，
000人 をピ

ー
クに減少を

続け、2004年に は約 11
，
500人で あっ た。 これ は在 日朝鮮人 ・韓国人児童の

一
割以下だ

とい われ て い る 。 現在で は朝鮮 大学校の 教員養成課程 を卒業 した 2世 ・3世が、4世 ・5

世を教えるとい うの が一
般的なサイクル となっ てい る （月刊イオ編集部　2006）。

3 ． 先行研究

3．1 カナ ダにお ける フ ラ ン ス 語イマ
ージ ョ ン 教育

　Cummins （1998）が総括 して い るよ うに 、 イ マ
ージ ョ ン プ ロ グラム は 、 学習者の 知

能 と霽語能力両方の発達に有益な、加算的バ イ リンガ リズ ム を強化するもの で あると認
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識されて い る 。
Cummins （1998）は また 、 イ マ

ージ ョ ン プ ロ グラム にお い て 第二 言語

での 学習を促すために 、 必 要に応 じて児童の 母語 を使用す るこ との 有効性 を強調 してい

る。

　早期イ マ
ージ ョ ン初期段階におい て は 、 年少 者の ル

ー
テ ィ

ーン活動 （挨拶や出欠確認

など）やそれ に伴 う決ま り文句は 、 彼 らの 第二 言語 能力 向上 の ための フ レーム ワーク と

メカ ニ ズム を与える こ とが指摘 されてい る （Kanagy ， 1999）。

　こ れ まで の イ マ
ージ ョ ン で はフ t 一カス オ ン ミ

ー
ニ ン グ （Focus 　on 　meaning ）、 す

なわ ち、 理解度を高め意味を重視す る傾向が強か っ たため、学習者の 全体的な コ ミュ ニ

ケーシ ョ ン能力 は向上 したが 、 文 の 正確 さと言 う点におい て は誤用 が残る こ とが指摘 さ

れて い るため 、
Lyster （2004）で は 、 意味 と言語形式を重視するフ ォ

ー
カス オ ン フ ォ

ー

ム （Focus 　on 　form ）指導に必 要 な三 点をあげてい る。彼は   注意 （Noticing　ac −

tivities）、   意識 （Awareness 　activities ）、   実践 （Practice　activities ）、 とい う

三 つ の 活動を指導における連続体 として 捉え、授業中にバ ラン ス よく配分する必要があ

るとした （図 1．）

受容モ
ー

ド 産 出モ
ー

ド

Neticing　activities 　 〈⇒　　Awareness　aetivities 　　⇔ 　　Praetice　activities

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　 （Lyster， 2004　 p，334より柳作成）

　　　 　　　　　　図 1 ： Focus　on　form指導 の オ プシ ョ ン

学習者の エ ラー
訂正 にっ い て は Lyster ＆ Ranta （1997）が修正 フ ィ

ー ドバ ック （Cor−

rective 　feedback）を 、 以下の 六 つ に分類 してい る。

　　  明確な修正 （Explicit　correction ）：学習者の 発話 の 誤 りを明示 的に指摘 し、

　　　　　　　　　　　　 正 しい 形を教える。

　　   書い 直 し（Recast）： 正 しく言い 直す。学習者が L1 を使用 した際に教師が L2

　　　　　　　　　　　　　で 言い 換えるこ とも含む 。

　　  明確化の 要求 （Clarifieation　request ）： 学習者の 言い たい こ とが理 解で きな

　　　　　　　　　　　　　い か 、 正確で は ない か の理 由で 聞き返す 。

　　  メ タ言語的フ ィ
ー ドバ ッ ク （Metalinguistic　feedback）： どこ か に誤 りが ある

　　　　　　　　　　　　　こ とを指摘する。

　　   聞き出し （Elicitation）：途中で止 める ・質問する ・
もう

一度繰 り返すよ うに言

　　　　　　　　　　　　　うな どの 方 法で 、直接修正 を求め る。
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　　  反復 （Repetition＞：強調する意味で 、学習者の 間違っ た筒所 を繰 り返す 。

　これ らの うち、 カナ ダの イ マ
ージ ョ ン 教室 にお い て 教師が とる修正 フ ィ

ー
ドバ ッ ク の

タイプは 、 Recastが最 も多い が 、 学習者の修正 にはあま り反映 され て い ない と述 べ て

い る 。

一
方 聞き出 し （Elicitation）とメ タ言語的フ ィ

ー ドバ ッ ク （Metaliguistic　feed−

back）は 、 学習者の 発話 エ ラーを正 しい 形に導きやすい こ とを指摘 して い る 。

　Lys七er ＆ Mori （2006）で は 、 言語 の正 確さを優先 し統制 された発音練習な どを多

く行 うようなクラス では、言い 直 し （Recast）（上記   ）がよ り効果的に作用 し、 コ ミュ

ニ ケーシ ョ ン 重視で統制 され た発話や発音練習が少 ない よ うなクラ ス で は 、 暗示 的な手

助 け （Prompt ）（上記   〜   ）が有効で あろ うとい うカ ウン ターバ ラン ス （Counter−

balance）仮説 を提 唱 して い る。 これは多様な学習場面 におい て 適切な フ ィ
ー ドバ ッ ク

の 種類をバ ラン ス よく用い るこ とで 、 学習者の 第二 言語習得に役立 っ とい うこ とで ある 。

3．2 在 日朝鮮学校の バ イ リンガル 教育

　在 目朝鮮学校を政治的 、 社会 的な側面か ら研 究 して い るもの は多く見受けられ るが 、

その 朝鮮語 ・日本語 バ イ リン ガル 教育が 関心 を持たれ始めたの は最近 の こ とである 。 そ

の 言語教 育の 中身 に つ い て 言及 して い る数少 ない 文献の 中に 、 李 （1998＞、 湯川 他

（2003）、申 （2005）、 植 田 （2001）、Ryang （1997）がある。

　李 （1998）は、カナダの 公用語教育 としての バ イ リンガル 教育と比較 しなが ら、 日本

語を第
一

言語 とする朝鮮人児童 に対 して 、初級学校毀階で の 徹底 した朝鮮語 教育を行

う朝鮮学校の 教育は 、カナダの フ レ ン チイ マ ージ ョ ン と同様 の イマ ージ ョ ン ・プ ロ グラ

ム で あると してい る 。 また朝鮮学校にお ける 日本語教育につ い て も、近年バ イ リンガル

教育の視点か ら積極的な評価 と見直 しが行われた として い る。 湯川他 （2003）は、関西

にある4つ の 朝鮮学園の幼稚園にお ける 2年にわたる保 育活動観察、 ビデオ録画、 トラ

ン ス ク リプ トを用い て 、イマ
ージ ョ ン教育の 教授法 と、園児の 第二 言語習得過程 を詳

細に捉 えるために 、
エ ス ノグラフ ィ

ー
研究を行 っ た 。 この研究は 、 園児達が 目本語の助

けをか りなが ら 、 ゆっ く りと第二 言語 を習得 して い く過 程が 、 詳細な発話データで 示 さ

れ て い るだけで はなく、園児 との や りと りにお けるバ イ リン ガル 教師の 言語使用や、教

師の 役割 をも捉 えた とい う点が 特徴的で ある 。 申 （2005）は 、 2003年度か ら朝鮮学校

で 実施 されて い るカ リキ ュ ラム 、教科書全 面改訂の 内容に つ い て 考察 し、特 に近年書き

言葉 よ り話 し言 葉 、 す なわちよ りイ ン フ ォ
ーマ ル な表現 に重 点がおかれ て い るこ とをの

べ
、

こ れは 「帰国志 向」か ら 「永住志 向」へ 在 日朝鮮 人の 意識が変化 したこ とや、世代

交代が進み 、 日常的に朝鮮語 を使用 する機会が減少す るな ど 、 これ まで想 定 して きた
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朝鮮語教育を とりま く言語環境が署 し く変化 したこ とによるもの だと して い る。 朝鮮学

校 の 生徒の 話す朝鮮語に つ い て は、 日本語の 影響を受 け文中の 助詞が 日本語化 して い

るこ とや 、 書き言葉を通 じて朝鮮語を学ぶた めに 、会話にも書き言葉が多用 され るこ と

が指摘 されて い る （Ryang ，1997）。 また植 田 （2001）は、ネイテ ィ ブス ピーカー との

交流が少 なく朝鮮語 の 使用が組織内の 「言語空間j に限 られる環境にお い て は 、 習得さ

れ る朝鮮語に様々 な影響が及ぶ こ とは不可避で ある と述 べ てい る。

　以上の よ うに 、 在 目朝鮮学校における言語教育につ いての 研究はわずかなが ら散見 さ

れ るが 、 その 具 体的教授法にま で言及 して い るの は 、筆者 の 知る限 り先述の 湯川他

（2003）の エ ス ノ グラフ ィ
ー研 究以外は管見に入 らない 。 よ っ て 本稿で は 、 半世 紀にわ

た るバ イ リン ガル 教育の 歴史を持 つ 朝鮮学校 の言語教育実践、特に朝鮮語 皐期イ マ
ー

ジ ョ ン 教育を継続させ る教授法 上 の 特徴の 一
端を明 らかに したい と考える 。

4 ．研究方法

4．1 対象

　参与観察は京都市内にあ る朝鮮初級学校
一

校で 実施 した 。 1967年 に開校 したこ の 学

校 は全校生徒数64名で 、 1年生 か ら6年生 まで各 1クラス ずつ あ り、 敷地内に付属の 幼

稚園が併設 されてい る。本研究の対象 としたの は 2008年 4月 に入 学した新 1年生 （6歳

〜7歳）ク ラス の 6名である 。 児童は全員が 日本生まれの 朝鮮籍もしくは韓国籍の 在 日4

世で 、 日本語 を第 1言語 としてい る。児童 につ い て の 詳細 は表 1の 通 りで あ る （
＊

児童

名はすべ て仮名）。6名 中2名 は、付属幼稚園出身で 、 幼稚 園生活 を通 して 挨拶や 自分

の意思を表現するなど
一

通 りの コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を朝鮮語 で行 うこ とが で きたため、

入学した時点で 、教師の朝鮮語 での 会話 を理解す るの には問題 がない よ うに見受けられ

た 。

　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　表 1 ： 児童 の プロ フ ィ
ー

ル

児童
＊

　　 性別　　　　　入学前の朝鮮語 学習経験

　 　 　 　 ヨ
チ ョ リ 男　　1

　
あ り （朝鮮幼稚園 三 年保育出身）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

リエ 女 あ り （朝鮮幼稚園
一

年保育出身）

ソ ン ミ 女 な し （日本 幼 稚 園 出身）

テ ゴ ン 男 な し （日本幼稚園出身）

ビ ジ ョ ン 女 な し （日本 幼稚 園 出身）

ミナ 女 な し （日本幼稚園出身）
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　1年生児童の保護者の ほ とんどは朝鮮学校の 卒業生であるが 、 家庭で の言語は全員が

日本語であるこ とを確認 した。
したが っ て児童 も学校 を

一
歩出ると日本語の 生活 となる 。

彼 らが朝鮮語 に接す る機会は法事や同胞 コ ミュ ニ ティ
ー

の集 ま りなどがあるが、その よ

うな場所 におい て も、カ ジ ュ ア ル な会話は 日本語 で され るの が通常で ある。冠婚葬祭な

どの 儀礼的場面にお い て は 、すべ て 朝鮮語で 行われる の が最もフ ォ
ーマ ル とされ るが、

それが どの 程度実現で きるか は地域や家庭によ り様 々 で ある。両親が 3世 ともなると自

身の 第
一

言語が 日本語で あるため 、 子 どもに家庭で積極的に朝鮮語を教えるこ とはまれ

で ある 。 その ためまだ朝鮮語を学んで い ない 児童 が実際 口 にする朝鮮語は、ア ッ パ （お

父 さん）、 オ ン マ （おか あさん）な ど親族の 呼称や簡単な挨拶な どに とどま る。 読み書き

を含めた継承語教育は基本的に学校 にゆだね られ 、 保護者はそれをサポー
トす るとい う

形を とる こ とが多い
。 担任教師は 日本生 まれ の 在 日2世 、 朝鮮語 ・日本語 の バ イ リン ガ

ル である 。 朝鮮学校の 教員養成機関で もある朝鮮大学校 （東京都小 平市）の 師範科で 学

んだ 、 教師歴 20年 を越 えるベ テ ラン で 、 小学 1年 生 を担当するの は今年で 6年 目の 女性

で ある。専門教員の 担当す る体育 と図画工 作、外部か らの 講師が担 当する英語 以外の

すべ て の 教科を教えて い る 。 朝鮮学校 は小学校 1年か ら高校 3年まで 、 日本語 と英語 の

以外の 授 業は 100％朝鮮語で行われる ト
ー

タル イマ
ージ ョ ン であ り、また独 自の 教員養

成大学を持 つ （月刊イ オ編集部 2008）こ とが カナ ダの フ レ ンチイマ
ージ ョ ン と異なる。

42 　デー タ収集と分析方法

　本研 究の 調査期間は、 2008年 4月か ら 11月 末まで の 8ヶ 月 間で ある 。 その 間 、 入 学

したばか りの 1年生の 教室を週に 1度訪ねた 。 朝の 登校時間か ら4時 間の 授業を挟んで

昼食時間まで参与観察 を行い 、教師の 言葉や児童 の 学習す る様子 をメ モ に記録 した
。

観察 した教科は、国語 （朝鮮語）、算数 、 日本語、音楽の 4教科で 、それ以外 には、運

動会の 練習や休み時間 ・昼食時間の 様子 、 地 元小学校 との 交流会な どを観察 した 。 付

属幼稚 園や他学年 と合同の 行 事な どにも参加 した 。 訪問回数は遠足 な どの 学校行事 と

重なっ た 日や夏休み を除い て 、 全部で 23回 、 観察時間の合計 は 106時間で ある 。

　学校内で の ビデオ撮影による録画は許可 されてい ない た め 、 観察した こ とは出来る限

りメモ に と りフ ィ
ール ドノ

ーツ に記録 し、必 要 に応 じて全て筆者が 日本語 に翻訳 した。

また対象 ク ラ ス 訪問の 際に は 、 イン フ ォ
ー

マ ル な形で 教師へ の イ ン タビ ュ
ーを頻繁 に行

い 、観察 した事例に対 する筆者の解釈につ い て 教師の 意見を闘 くよ うに した。そ してそ

れ らが本対象校以外で も見 られ る現象か どうか を確認する ため 、 別の 朝鮮学校二 校 を

訪ね授業を観察した うえで
、 教師へ の イ ン タ ビ ュ

ー
を行い 対象校 と比 較対 照 した 。
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5 ．観察結果 と考察

5．1 第二 言語 目標 レベ ル

　観察した 1年生 ク ラ ス で は週 24時間 （1授業時聞 ＝ ＝ 　45分）の 授業の うち、最も多い 9

時間が国語 （朝鮮語）教育に割 り当て られてい た （表 2参照）。

表 2 ： 週間授業数

科目　　　　 授業時間数

国語 （朝鮮語） 9

算数 4

日本語
　　　　“…

図画 ・工 作

　 　 4
｝

　 　 2

音楽 2

体育 1

英語 1

　朝鮮学校を運営する総聯は、初級学校 （小 学校段階）にお ける民族教育の 課題 として、

1）民族意識の 土台を育み なが らも、初等
一

般知 識を体系的に学ばせ る 、 2）すべ て の科

目教 育の 基礎 となる母国語教育を強化す る 、 とい う二 点をあげて い る 。 具体的には 、

小 学校を卒業するまで に次の よ うな能力を育成するこ とをも 目標としてい る。

　　  日常生活を朝鮮語 で正 確 に理解 し的確に表現で き る能力

　　  民族的な情緒を感 じ取れ る能力

　　  朝鮮語に よる基礎的な思考力 と想像力

　　   日常生 活の 現状にそっ た言語生活 を朝鮮語で 送れ る習慣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月刊イオ編集部　2006　p．9）

　今回観察の 対象 とした 1年 生クラス をみ ても 、

一
週 間の 授業全体の うち 、 朝鮮語が 9

時間 、 目本語 が 4時間 、 英語が 1時間とい う時間割であ っ た 。 合計で 14時間 、 実に週

間総授業数 の 58％以 上 を言語教育が 占め る こ とに な り、これだけを見 て も朝鮮学校が 、

児童の 基礎言 語能力 育成に力 を入 れて い るこ とは明 らかで ある 。

　 担任教師は 、児童 が入学 して 最初の
一

年間に 、朝鮮語で授業 を理解 し、積極的に参

加 でき るよ うにす るの と同時に、朝鮮語 で の 感 情表 現 を身 につ け られ るよ うにするこ と

を 目標 と して い る。ま たイ ン タビ ュ
ー

で は教科書にある文 の 読み書きだけではなく、朝

鮮語 で簡単な作 文がで きるよ うに したい とも語 っ て い た 。 その ためには語 彙を増や す必

要があるため、教室や廊下 、階段の 踊 り場などには、 日常的に使 うフ レ ーズ （挨拶や家
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族 との 会話例、友人に謝 る時の 表現 、 体の 部位や体調が悪い 時の表現など）が動物の

イラス トや 日本語訳 とともにか かれたポ ス ターが貼 っ て あり、限られた授業時間で はカ

バ ー
しきれない 表現の学習 を補 っ て い た 。

5．2　教科書 とL2指導法

　朝鮮学校で使用 され る教科書はすべ て 、総聯の 教科書編纂委員会が作成 したもの で 、

傘下にある教育図書 出版社で ある 「学友書房」か ら刊行 されてい る 。 1年生 の使用する

国語 （朝鮮語）教科書は 、 上 ・下巻の 二 冊か らな り、 第 1課 か らの 第53課まで の 全 53

単元 か ら構成されて い る 。 内容 は会話 文 、 説 明文 、 物 語 、 詩 な どで 、 カ ラフ ル なイ ラ

ス トが多用 されて い る 。 教科書に対応 した朝鮮語 ドリル も用意 され て い る。

　 1年生の 教科書第 1課 か ら第 9課 まで の タイ トル は表 3の 通 りである。最初の 9課 （約

40時聞）までは文字指導がなく、教科書にはタイ トル と絵の みが書かれてお り、 それに

対応するダイ ア ロ グを 口頭で覚える とい うパ ターン である 。 それ ぞれ の 課 の 内容 は 、 学

習後す ぐに使 うこ とを想定 して 作 られ、 日常の 学校生活で使用する場面 を中心 とした

会話練習が繰 り返 され る。 例えば第 2課の 「魁層司唱月η｝（こん にちは）」の ペ ージには 、

挨拶 を交わす教師と児童三 人の 絵が真ん 中に大きく描かれてお り、その 下にはひ と回 り

小 さな絵で 、 朝 自宅 を出る児童 と見送る母親、友人同士 で 手を上げて挨拶 を交わす様

子 、 教室で 児童 が友人に文具 を借 りて い る様子がわか りやす く描かれて い る 。 授業で は

それ らの 絵を見なが ら、 それぞれの 場面で使 うにふ さわしい 挨拶一 「こ んにちは」、
「行っ

てきます」、「た だい ま」、 「あ りがと う」 など一 を 、 教師に よる音声の イ ン プ ッ トの みで

学んでい く。

表 3 ： 小 学校 1年生国語教科書タイ トル

課 朝鮮語 タイ トル 日本語訳

第 1 課
。屠 。1刷日？ お名前は ？

第 2 課 守周 苛唱司叫 こ ん に ちは

第 3 課
。団 刷叫ヱ 訓彑 ？ こ れ は何 と い い ますか ？

第 4 課 朔フ17｝（洞 月？ こ こ は どこ なの ？

第 5 課 著早 入魁 。回 皇 勉強 の 時間で す

第 6 課 潮セ… 入1イ｝。圃 皇 休み 時間で す

第 7 課 召忍 引スト お 昼 ご は ん を食 べ よ う

第 8 課 刎哭 ・1選司豆 きれ い に し ま す

第 9 課 唄7｝奄翊 　私 がす るわ
旨
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　また各課にはテ
ー

マ に応 じたダイア ロ グがある 。 第7課 「相層 明叫 （お昼 ごはんを食

べ よ う）」で学習するダイア n グの
一

部は以下の 通 りで ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4 ： 第 7課 の ダイ ァ ロ グ （抜粋）

曜1

2

3

4

5

6

唱層入1イ｝010 ト

召碧珥ス｝

舎喫府

相嶺 釧 誹ス ｝

引裁告貝叫

o『刈 珥ス｝

（お昼の 時間だ よ〉

（お昼ご はん を食 べ よ う）

（手 を洗お う）

（お昼の 用意 をし よ う）

（い た だ きます）

（早 くた べ よ う）

　教師は児童 に質問を投げか けなが ら、 昼食時間の流れに沿 っ た表現を少 しずっ 与 えて

い く。

【データ　1 第 7課 の ダイア ロ グ導入 1】

01先生 ：

02クラス ：

03先生 ：

04ヒジ ョ ン ：

05 先生 ：

06クラス ：

07先生 ：

08先生 ：

09クラス ：

司1入1社圃 奢 01 ｛劉 遇 早壱 λ1祉◎1婦豆 ？

4時問 目 （の）ベ ル が鳴 っ たら　何の 時間で し ょ う？

石頽入1祉 ！ ｛昼食時のノレ
ー

テ ィ
ー

ンで この 単語は暗記 して い る｝

お昼 の 時間 ！

剣， 唱旭入1渺 圓 幺 司碧， 嗣層入1イ｝争 ）周 £ 2

はい
、 お昼 の 時問で す概 ヒ ジ ョ ン

、 昼食時間は好 き？

司．

はい

蝴 寧 ト司望

ど うして好きなの ？

ごはんを食べ るか ら ！｛全員が笑い なが ら答える｝

ごはん を食 べ るか ら ！

司， 召智入1凅 モ ごはんを食べ る e｝スISL
は い 、昼食時間には ご飯を食べ る 、

で す楓 （ご飯を食べ ますね ）

「相想」 ！ ｛は っ き りとした発音で｝

チ ョ ム シ ム ！ （昼 食）

層袖 ｛リピー トす る｝
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10先生 ：

11クラス ：

チ ョ ム シ ム ！ （昼 食）

沼薯 τ撚 『幺 　「xSAS 」 ！

口 を閉じますよ。チ ョ ム シ ム 1 （昼食）

履想 ！ ｛口を閉 じるこ とに注意 しながら発音する｝

チ ョ ム シ ム ！ （昼食）

　　　　　　　　（2008年 5月7 日　 フ ィ
ー

ル ドノ
ー

ツ ）

4，月に入学 した児童 は 、 第
一

週 目か ら朝の 挨拶や昼食時 の 挨拶な どル ーテ ィ
ーン活動

を通 して 、 朝鮮語 の 決 ま り文句 を覚えて ゆく。 5月 の こ の 時点で 「N・KS
（昼食）」 とい

う単語は 、 児童に とっ てすで に耳慣れた言葉で あ っ た 。 教師はそれ を利用 して会話を展

開 してい き、同時に正 しい 発音に も注意 を促 してい る。以 下はその 続きである。

【データ　2 第 7課 の ダイア ロ グ導入 2】

12先生 ：

13クラス ：

14先生 ：

15先生 ：

16クラス ：

17先生 ：

18クラス ：

19 先生 ：

20テ ゴ ン ：

X｝，暑甼音 ， ごはんは何回食べ る ？

じゃあ 、 みんな 、
ごはんは何回食べ る ？

三 回 ！

三 回 ！

ql， あさ、ひ る、ぱん
、

三 回食べ る
O図 鼠

は い 、あ さ、ひ る、ばん、三回た べ る、で すね。（三 回食 べ ますね）

お昼に食べ るごはん を 、 旭智01 ｛斗ヱ 司旦 望鯛 且？

お昼 に食べ るご飯を 、 チ ョ ム シ ム （昼食）とい い ます 。

わか りま したか ？

州 ！

はい ！

zdN 舍 食 べ る時間を 判司ユ 司彑？

チ ョ ム シ ム を食べ る時間を なんて い うの ？

xdAd 入1社 ！ ｛全員が答える｝

昼食時間 ！

司， 司週｛≧胎 入1を ）1争 斗司皇？

はい 、そ うで すね。　 テ ゴ ン はなんの 時間が好 きなの ？

…
。 ｛もじもじ して 答えない ｝

○
　
噸
　
●

o
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21先生 ：

22チ ョ リ ：

23全員 ：

謦。1セ 早舎入1や 1魯 ）團 豆？

チ ョ リは何の 時間が好 きなの ？

号早入lz｝！

勉強 時間 ！

｛全員笑 う｝

　　　　　　　 （2008年5月 7 日　フ ィ
ール ドノ

ーツ ）

　上 記データに もあるよ うに、教師は 目本語 を交 えなが ら質問 し児童の 興味をひ きっ け

て い る。そ して クラス 全員が確実に理解で きて い るか を確認するため に、
一

度説明が済

んで い るもの に ごでは 唱頽 ＝昼食）で も繰 り返 し述べ なが ら、「返 し縫い 」の ごとく質

問を投げかける （15先生）。 こ の あと教師はク ラス 全員に 「誰 々 は何の 時間が好きなの ？」

と朝鮮語で 質問 し （19・21先生）、全 員に答え させて い る。 こ の や り取 りで 、 「時間」、

「〜 が好きなの ？」、
「〜 が好きです 1 に相 当する朝鮮語がイ ン プ ッ トで き る 。 そこで 、

表4にあるダイア ロ グの
一
部で ある 、

　　　1．翌忍入i祉01 扉 （お昼の 時間だよ）

　　　2．層想引府　　 （お昼 ごはんを食べ よ う）

の 二 文が導入 され 、 教師の あ とにつ い て クラス 全 員が何度 もリピー トするこ とで覚 えて

い く。
こ の 二 文を覚えた とこ ろで以 下の よ うな会話が続け られ る。

【デ
ー

タ　3 第 7課 の ダイア ロ グ導入 3】

24先生 ：

25リエ ：

26先生 ：

27クラス ：

28先生 ：

唱唱碍ス｝PtL： 型 司叶 q豆 ？

お昼ごはんを食べ る前に、何をしない とだめかな ？

舎饗71 ！

手洗い ！

吼 （略） 舎 製（や 図 f舎喫ス 』

そ う、 （略）手を洗わない と戯 「手を洗お う」

酬 ス｝！｛リピー ト｝

手を洗お う ！

釧 ス｝

手を洗お う
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29クラス ：

30先生 ：

31ソ ン ミ ：

32先生 ：

33クラス ：

舎裂ス｝！｛リピー ト｝

手 を洗お う！

ユ t梱 1翌 司豆 ？

その 次に何をするの ？

召頽歪日1？

お昼の 用意 ？

皇 ，
ユ 粤ズ1， 「虐僧釜司司ヌ隆」

お 、そ うですね、 「お昼の 用意をしよ う」

石頽｛釧 司・ズト！

お昼の 用意をしよ う ！

　　　　　　　 （2008年 5月 7 日　 フ ィ
ール ドノ

ーツ ）

　この よ うに教師は児童 との や り取 りをつ なぎなが ら 、 少 しずつ 新 出表現をイ ンプ ッ ト

してゆく。 続い て 「用 意がで きた ら？」、
「食 べ る時の あい さつ は ？」などと質問 を繰 り

返 し 、 表 4の ダイア ロ グ 1か ら6 までの 表 現 が、 どの よ うな場面 にふ さわ しい か を確認

しなが ら反復練習を展開 してい く。児童が理解できない 単語はその 都度ジ ェ ス チャ
ーも

し くは 目本語をま じえて 説明して ゆく。この 時点で は、児童間の 朝鮮語能力には大きな

差がある よ うに思える 。 6人中 2人の 朝鮮幼稚園出身者は 、 他の 4人 より語彙力 もある

ため、教師の 質問もよく理解 し、返 答が早 い
。 （22チ ョ リ、 25リエ ）。 ク ラス 全員が答

える場面におい て も、 実際にはチ ョ リとリエ の 声 に引っ ぱられ るよ うに して コ ーラス に

なるこ ともあっ た 。 しか し他の 児童が教師の 朝鮮語で の 質問に答え る場面も見 られるこ

とか ら （04 ヒ ジ ョ ン
、
31 ソ ン ミ）、 彼 らが 入学後 、

ル ーテ ィ
ー

ン 活動で丸覚えした朝鮮

語 の 単語やフ レーズを駆使 して 、 教師の 話す朝鮮語 を100％は理解できない が 、 か なり

の 部分をおぼろげに理解 してい るこ とが推察 され る。

　ダイア ロ グはこ の あと教師 と児童の 間で 数回 リピ
ー

トされ定着がはか られ る 。 そ して

教師の 「4時間 目がお わ っ た ら？」、 「食 べ る前に は ？」、 「用意がで きた ら？」などの 質

問に促 されて 、児童が習 っ た表現をよどみなく産 出できるよ うな リズ ミカル な会話のや

り取 りが続き、ク ラス 全 員が我先に と答えて い た 。 教師は 時 々 児童 の 答 えを繰 り返 しな

が ら、
「ミナ 、 明刈 叩ス｝（早 く食 べ よ う）っ て ど うい う意味 ？」 と朝鮮語で 聞き 、 日本

語で答え させ るこ とで確 実にそ の 児童が理解 して い るこ とを確認する こ ともあ っ た 。

　第7課 では これ以外 にも、テキス トにの っ て い る 「おにぎり1、「ス プーン 」、 「お は し」、

「コ
ッ プ」などの イ ラ ス トを見なが ら、 食事に関連す る朝鮮語の 名詞をい くつ か イ ンプ ッ
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トして い た 。 そ してその 日な らっ たダイア ロ グや 単語 はすべ て 暗記する こ とが宿題 とし

て課 される 。
こ の 日の 国語は

一
時間 目にあっ たの だが 、

4時問目授業終 了の ベ ル が 鳴っ

た時 に、教師が児童に 「早舎入1社 ？ （何の 時間 ？）」とたずね ると 、 児童 た ちは顔を見

合 わせ て 困 層入1｛｝°1叶 （お昼 の 時間だよ）」、「召忍噌ス｝！（お昼 ごはん食べ よ う ！）」

とその 日に習 っ た表現を早速使用 して いた、

　各課で扱 うダイア ロ グの例 と重要単語は、朝鮮学校教員の持つ 共通の指導案例に載 っ

て い るが、そ の導入方法 や教 授法は各教員に任せ られてい る 。 他の 朝鮮学校の 1年生の

クラス の授業で も、課 ごとに扱 うダイア ロ グや新出単語はほぼ変わ りなか っ たが、児童

数や雰囲気も異なる中、教授法やス ピー
ドは様 々 で あっ た。 それぞれの教師は児童の レ

ベ ル や理解度に応 じて授業 を展開 して い る との こ とで あっ た 。

　総聯は在 日 コ リア ンの 永住志 向を反 映 し、教科書を身 近 な生 活の
一

場面を切 り取 っ

た 、
ス トー リ

ー
性の あ る基礎的な会話 を中心 に 、 4 技能 （聞く ・話す ・読む ・書く）を

総合的に 高め る 内容へ と改編 した と して い る 。 朝鮮学校の 教科書に つ い て は 、 朴

（2006）がその 改定の 変遷 と記 述内容につ い て考察 してい る 。 朴は総聯が言及 した改編

の 特徴を分析するた め、2003年に改編 され た国語教科書を 1993年版と比較した 。 そ し

て朝鮮学校の 2003年度版教科書が
、 以前の 堅苦 しい 文語表現か ら

、 児童 中心 の 打ち解

けた口 語表現に変わっ てい る点を確認 して い る。

　教科書で は他に も、 休み 時間に児童が グラン ドで遊んで い る場面や、 台所で 母親が

料理 をして い る場面な ど、児童 に とっ て 日常的な場面が多く扱われて い る。 休み時間に

友人を遊びに誘 うダイア ロ グには 、
「一緒に遊ぼうよ」、

「うん 、
い い よ」、

「何 して 遊ぶ ？」、

「ボール 蹴 りしよ うよ」、
「うん 、 そ うしよ う」などの 朝鮮語 フ レーズ を扱 うが 、 同時に

fブラン コ 」、
「石 蹴 り」、「鬼 ごっ こ」、

「すべ り台」な ど遊びや遊具名 も朝鮮語 で覚 えて

ゆ く。 そ して教師とクラス
、 教師 と児童ひ と りずつ 、児童 と児童でペ ア を組 んで好きな

遊びの 名前を使 っ て ダイア ロ グを練習 して い く。休み時間にはこ れらの 表現を使 っ て お

友達 と遊ぶ よ うにと明示 的に指導 された児童たちは、実際に休み 時間になると、覚えた

ばか りの ダイア ロ グを使 っ て会話 を始めた 。 まだ朝鮮語が堪能 とは言えない 日本の幼稚

園出身の 児童 も、授業で習 っ たフ レ
ーズは意味が 理解できて い るせ い か 、 自信 を持 っ て

発言 して い るの が印象的で あ っ た 。 この よ うに第 1課か ら9課で は 、 6週間ほ どか けて

児童の 日常生活に即 した場面 を扱い 、実用的なダイア ロ グを多くイ ン プ ッ トして い る 。

これ は彼 らの 第二 言語で の 日常会話を円滑にするために充分機能 して い る とい える。

　 も うひ とつ の 特徴とし て は 、 教科書が 扱 う教育内容で ある 。 特に最初の 9課まで で 、

挨拶や返 事の仕方 （第 1、 2課）、学用 品の 名前 と使い方 （第3課）、校 内の場所の 名前 と
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それぞれ の 場所での 約束事 （第 4課 ）、 授業 中の 決ま りごと （第 5課 ）、 お友だちと遊ぶ

時の ル ール （第 6課 ）、食事の マ ナー （第 7課）、衛生面 での 指導 （第 8課〉、身の 回 りの

こ とは 自分で し、家の お手伝い もする （第 9課 ）など 、 児童の 生活全般に関連する こ と

を扱 っ てい る。 国語の 授業が児童の 第二 言語学習を 目的 としなが らも、同時に社会に

お けるル
ー

ル を指導す る機会 とな っ て い た 。 朝鮮学校 で は、小 学校低学年で の 言語教

育にかな りの 時間を割 くこ ともあり、 日本の公 立 小学校の よ うに 「道徳」や 「生油 の

よ うな科 目は 設けられて い ない
。 これ らに代わ る もの として 国語の 授業が活用 されて い

る。

　Cummins （1998）はイマ
ージ ョ ン 教室におい て 、 学習者の 言語 面 と認 知面両方の 発

達を促すためには 、 適切な文脈上の 助けが必 要だとして い る 。 具体的な教授法の 例 とし

て 、学習者の 既習知識を活用 し、必要が あれ ば第
一

言語 を使 うこ と、また言い 換えや

リピー
トなどの 充分な反 復を指導 に取 り入れ るこ とをあげて い る。 観察 した 1年生 クラ

ス におい て 、教師が 目本語の 助 けを借 りなが ら児童 の 理解 を促 し、授業で 学習 した表

現を毎 日の学校生活におい て使用で きる よ うに働きかける工 夫は 、上述 した学習者の言

語面 と認知面両方の 発達を促すための 文脈を学習者に与えるために機能 して い ると考え

られ る 。

5．3 意 味 と形式 を重視 した指導

　朝鮮 学校にお ける教授法の 最 も特徴的な点 として 、意味 と形式の 両方を重視 した指

導があげられる 。 授業で は基 本的に教科内容を確実に 理解させ るこ とが優先 され 、その

た めの 手 段 として初期には児童 の 第
一

言語 で ある 目本語 の 助けを借 りるこ とが多い
。 ま

た 、 ジャ ス チ ャ
ーや絵カー ドなど 、

コ ミュ ニ ケーシ ョ ン を促進 させ るための 視覚的な補

助 も多用 され る 。 しか し同時に コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の 中で 意味を重視しなが らも 、 正 し

い 助詞の選択や状況表現など文法形式 へ 意識 を向ける Focus　on 　form の 指導法が用

い られ る。

　 以下は、教科書第 26課で 二 人の 男児 （チ ョ リとナム ス ）が背比 べ をして い る内容 を学

習 した あと 、 本文理解を確認するた めに教師が児童 に質問を して い る場面で ある 。

【デ
ータ　 4 パ ッ チム と助詞 】

01先生 ：

02先生 ：

ズF，　 麪層唱01 喫7｝ズ1型｛藷 糾裁告日味

じゃ あ、先生がい くつ か 質問を します 。

召器 を 暑ユ 鰍 望 駐 舎舍 劉 手刈幺
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03クラス ：

04先生 ：

05リエ ：

06先生 ：

07チ ョ リ ：

08先生 ：

09チ ョ リ ：

10先生 ：

11クラス ：

12先生 ：

13クラス ：

質問 をよく聞い て 、 わか っ たお友達 は手をあげて くだ さい 。

はい

ol 脚 1セ 幵 司ユ  ヲ ト糒 日）外？

こ の 本文では 、 誰 と誰がで てきま したか ？

起01 苛ヱ 番 彑＊ 鍛含司埠 ＊ （
＊

正 し くは 官s＝z｝）

チ ョ リとナム ス　 イ　 い ます。　　 （がの 間違い ）

裂。1訃ユ 貯 望？ 魂 明司フ｝暑ゑ明豆？

チ ョ リとナ ム ス 　イ ？　 さあ、 どこが間違 っ たで しょ う？

。1＿？

イ …
？

eq）

はい

唐唱 01 銀音口i葛 　 E7｝］
パ ッ チム がない 時は 「ガ」

魁摺01 銀音u判芒？

パ ッチム がある 時は ？

回」

「イ」

肚劉oi 叙舍剛セ ？

パ ッチム がない 時は ？

17｝］
「ガ」

　　　　　　　 （2008年 10月 1日　フ ィ
ール ドノ

ー
ツ）

　 こ こで は 、 日本語の 「が」に あた る格助詞 が訂 正 され て い る 。 朝鮮語で は体言 に つ い

て格を表す助詞 の 中で 、 体言に終声子音 （パ ッ チム）が ある場合には 一。1「イ」がつ き 、

パ ッ チム がない場舎に は下に
一7 ｝「ガ」をつ けて 主格を示す。 リエ は、本文中に出て く

る男児二 人の 名前を言 う際 に 、 本来な らば 「ガ」とす べ き ところを 「イ1 と発音 して しま っ

た （05リエ ）。
コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン 上 は充分に通 じるの で あるが、教師はエ ラ
ー

を繰 り返

し、児童に訂 正 を求 めた （06先生）。 す ぐにチ ョ リが正解 を答えたの をき っ か けに 教師

は 、
パ ッチ ム がある時 とな い 時の 格助詞 の 違 い を確認 して い る （10先生 、12先生 〉。 そ
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の 後はクラス メ
ー ト

ー
人ずつ の 名前をあげ 、 それぞれ に

一゚1「イ」または 、
ヲ 干「ガ」の ど

ち らの 助詞がっ くの かを全員に答え させ た 。 格助詞 の 用法が充分に理 解で きた とこ ろで 、

続 けて 背比 べ につ い て の 話に戻 り、 ク ラス の 児童 をふ た りずつ 前に出 し背の 高 さをくら

べ て リア ル な状況を与えた上で
、 どちらが大きい か 小 さい か を、

正 しい 助詞 を使用 した

正 確な文章で ア ウ トプ ッ トさせ て い た。

　 1学期の 早い 時点では、エ ラ
ーが出た場合す ぐに正 しい 答え を与える、い い 直 し （Re−

cast ）とい う方法で 訂正 して い た教師は、2学期 になると上記の よ うに、聞き返 して エ

ラ
ー

に気づ か せ るなど、その フ ィ
ー ドバ ッ ク方 法に もバ リエ

ー
シ ョ ンがで て くる 。 3．1の

先行研究で あげた Lyster ＆ Mori （2006）で は 、 統制 され た発音練習などを多く行 う

よ うなクラス で は 、 言 い 直 し （Recast）が よ り効果的に作用 し 、

一
方 コ ミュ ニ ケーシ ョ

ン 重視で 統制 され た発 話や発 音練習 が少 ない よ うな ク ラス で は 、 暗示 的な手助 け

（Prompt ）が 有効で あろ うとい うカ ウン ターバ ラン ス （Counterbalance ）仮説 を提唱

して い る。朝鮮学校の 授業は、ある程度 コ ン トロ ール された、 どちらか とい えば教師中

心 の 授業運びで あるが、上記デ
ー

タ 4のや り取 りの 場合、発音練習ではなく コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を重視 して い る場面で ある 。 また これ は朝鮮語学習にも慣れた 2学期の 授業で あ

りエ ラー内容 も既習の 文 法事項で あ っ たため 、 教師はエ ラーを聞い てす ぐに正 しく言い

直すの で はな く、 聞き返す こ とで エ ラーに気づ かせ 、 本人 もしくはまわ りに訂正 を求 め

るタイ プの フ ィ
ー ドバ ッ クを用 い て既習文法の 定着をはか っ てい る。

こ の よ うに教師は

多様な学習場面 におい て、適切 なフ ィ
ー ドバ ッ クをバ ラン ス よ く与えるこ とを試みてい

る。

5．4 教師の 授業外 の 場面で の ス キ ャ フォ
ール ディ ン グ （Seaffolding）

　もうひ とっ の 特徴的な点として 、 教師 と児童 との 豊富なやり取 りと 、 その 際の 教師の

ス キャ フ ォ
ー

ル ディ ン グ （Scaffolding＝手助 け）がが ある。 教師は児童の 朝鮮語 レベ ル

を把握 して お り、 彼 らの 第二 言語 で ある朝鮮語会話におけるエ ラーを明示 的に訂正 する。

　1年生の 教室で は 、 朝の 会 、 昼食時間、 休み時間な どあらゆる場面 におい て
、 第二

言語の 理解 と発話 を促す教師の 工 夫が随所にみ られる。以 下は、休み時間に教師が ミ

ナの 髪 を ときなが ら、他の 児童に国語 で習 っ た ダイア ロ グを応用 させ て い る例で ある 。

【データ　5　 くしで髪をとく1】

Ol先生 ：
ズ｝，　

o 傑 喜　男葺ヱ 銚 判且？ ｛くしを見せ る｝

じゃ あ 、 これは　なんて 　言 っ たか な？
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02クラス ；

03先生 ：

04クラス ：

喫 1

くし 1

喫2 呈 … ？

くしで … ？

喫彑 里 ロ1司望舍 唄司皇 （既習表現 ）

くしで 髪を　ときます

　　　　　　　（2008年 5月 14日　 フ ィ
ー

ル ドノーツ）

　 この 日は ミナの 髪が うま くま とま っ てお らず本人が気に して い るよ うで あっ たため教

師は休み時間に教室 で ミナ の髪を直 して い た 。 周 りに はクラス メ
ー トがい て 、 ラン ドセ

ル か ら教科書をだ した りして 、 それ ぞれ次の授業の 用意を して い た 。 そ こで 教師は ミナ

の 髪を と く手 をとめて 、 使 っ て い た く しを他の 児童に見せ 、こ れ は何 か と聞い てい る

（01先生 ）。 児童は既習単語で ある 「くし」を朝鮮 語で答える （02クラス ）。 教師は、 「く

し」とい う単語 を含ん だ既習表現 の 産出を うながし （03先生）、児童の ア ウ トプ ッ ト （04

クラス ）に つ なげて い る。 しか し教師は ここで とま らず、さらに続ける。

【デー
タ　6　くしで 髪をとく2］

05先生 ：

06クラス ：

07先生 ：

08クラス ：

ヤ子到 司司望？

誰の 　髪 ？

ロ1耳！

ミナ ！

組碧忌01 … ？

先生が… ？

祉咽思01 喫彑 皇　ul ｝到 司司璽｛｝喫（『豆

先生 が　 くしで 　 ミナの 　髪 を　 ときます

　　　　　　　 （2008年 5月 14 日　フ ィ
ー

ル ドノーツ）

教師はこ こ で
、 誰の 髪か とい う質問 （05先生）に対 して の 児童の 答え （06クラス ）を

聞き、 目 の 前の 状況 に対する確認をする。その うえで 次の文章を促 し （07先生 ）、それ

をヒ ン トに児童は、授業で 覚えた表 現 を 、 実際の 状況 を描 写するために使 うこ とがで き

た （08ク ラス ）。 こ の よ うに教師は 、 少 しずつ ヒ ン トをあたえる こ とに よっ て 、最終的に
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児童が既習表現 を応用 して 、 目の前の こ とが らを完全な文章として表現できるよ うにア

ウ トプ ッ トを促 してい る。

　1年生の クラ ス で は 、 授業中もそれ以外 の場面で も、 教師 と児童のや りと りが大変豊

富で あ っ た 。 また こ うした工 夫は学校 生活の 中の あらゆる場面でみ られた 。
こ れは授業

で学んだ朝鮮語 を、児童が実際にどれ くらい 運 用できてい るか確認 し、彼 らの 第二 言語

能力を正 確に把握する機会を教師に与 えてい る 。 教師はそれ らを見逃す こ となく 、 あら

ゆる場面を言語学習 と結びつ けるべ く工 夫 して い るこ とが確認された。

6 ． ま とめ と今後の 課題

　同 じ学校と同地域の 他の 幼稚園を観察した湯川他 （2003）にま とめ られて い るイ マ
ー

ジ ョ ン 独特の 教授 法に加 えて
、 本稿で 述べ た事例にみ られ るよ うに 、 朝鮮学校の 小 学

校段階における第二 言語教授法で は、児童の 日常に即 した教科書 を用 い て実用的な 口

語表現を多くイ ン プ ッ トする方法が取 り入れ られ て い た 。 授業におい て は児童の 母語 で

ある 日本語の 助けを借 りて 教科内容の 理解を優先 し 、 同時に言語形 式に も意識 を向け

る Focus　on 　form の 指導法 が用 い られて い た 。 また教師は児童 の第二言語 レベ ル を正

確 に把握 し、
エ ラーに対 しても適 切な フ ィ

ー ドバ ッ クを与 えるな ど 、 あ らゆる場面を言

語学習の機会 として活用 してい た。

　以 上本稿で は 、 朝鮮 学校の 小学 1年生にお ける教授法の 特徴 につ い て 述 べ た 。

一
般

に継承語教育では 、 学習者 の年齢や言語背景が多様で 、 カ リキ ュ ラム や教科書にまで

充分に手が廻 らない な ど困難を抱えて い る場合が多い が 、 それ に比 べ る と朝鮮学校の 継

承 語教育は 、

一
貫教育と して の カ リキ ュ ラム

、 学習者の 現状にあわせ た教科書や教材

が揃 っ て い る 。 また 、 教師 自身も朝鮮学校で教育を うけた経験の ある 2世 ・3世がほ と

ん どであるた め、 目の 前の 児童に対す る理解はそ うでない 人 に くらべ て深い とい えよ う。

　本研究における対象児童は 6名 と非常に少数で あっ たため、観察で きた事例も限 られ

た もの にな っ た。また様 々 な制約 に よ り資料の入手 と開示 が困難で あるた め、客観的資

料が十分で はない 上で の 考察とな っ た 。 本研究で は 対象クラス の 教員が教授歴の 長い ベ

テ ラン で あ っ たため 、 教授法と児童の 理解度の 両方におい て
、 それ らが朝鮮学校全般に

み られる傾 向なのか 、それ ともこの ク ラス 特有の もの なの かを断定するの は難 しい 。以

上の 理 由か ら本稿 の 結果の み を もっ て 朝鮮 学校 の 第二 言語 教授 法 を結論 づ けるには慎

重に ならざるを得ない 。

　今後は別の 朝鮮 学校 を含めて研 究対象を広 げ 、 各学校 にお ける教授 法 の 特 徴や 、 児
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童 ・生徒の 第
一

言 語 ・第二 言語 能力 の 伸長 を測定す るなど基礎資料を豊富にそ ろえた

上 で、他言語イ マ
ージ ョ ン プ ロ グラム との 比 較対 照を試み たい

。

付記 ： 本稿は 2008年 8月 10 日に桜美林大学 （神奈川県）で開催 された、母語 ・．継承語 ・

　バ イ リン ガル 教育 （MHB ）研究会 2008年度大会におい て発表 した内容に基づき作成

　 した もの で ある。

辮

本稿の 執筆に際しては多くの 先生方に貴重なご助言 をい ただきま した 。

こ こ に深 く感謝い た します。
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